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研究助成の概要.I

① DRM を活用した死亡事故リスク地点の要因分析と予防対策立案システムの構築
② 学校法人 東京理科大学 理工学部 土木工学科
③ 助教 鈴木 雄
④ https://www.tus.ac.jp/academics/faculty/sciencetechnology/civil_engineering/

１. 研究分野及び題目
（Ⅱ－５）デジタル道路地図の利活用に関する研究

２. キーワード
ヒヤリハット、児童、予防対策、死亡事故

３. 研究内容
(1) 研究の目的

近年、児童の死亡事故の報道を耳にすることも多い。人対車両事故の事故件数は少なく、事故地
点からの死亡事故の予測は困難である。そこで本研究では、大量のデータが得られるヒヤリハット
指摘から死亡事故リスクの高い地点を推定する。また、DRM など汎用性のあるデータにより死亡
事故リスクの高い地点の要因分析を行う。これにより、事故やヒヤリハット指摘がない地点までの
網羅的な死亡事故予防対策立案のモデルを作成する。

(2) 研究のゴール
豊田市で実施しているヒヤリハット調査は、2022 年に Web 入力システムが構築され、今後より

多くの地点が容易に取得できる。本研究では、DRM・建物ポイントデータ・地図画像処理などから
道路特性・施設配置特性等を迅速に取得できる仕組みを構築する。ヒヤリハット体験による死亡事
故リスクが高い地点についてこれら道路特性・施設配置特性の要因分析から、迅速で的確な死亡事
故予防対策立案システムを構築することを研究のゴールとする。


